

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































組頭 3,000 1,000 4,000
会所手代 600 150 750
会所中間 300 100 400
飯米代 675 225 900
筆紙墨料 525 175 700
味噌塩炭薪代 1,282.5 427.5 1,710
宿料 600 180 780
諸入用 2,250 750 3,000






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































項目 金 銀 備考
元高
857 両








6 分 4 毛
349 貫
982 匁
6 分 8 毛
天明6年2月～





6 分 4 毛
1497 貫
813 匁
6 分 5 厘




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 月 日 上納額 年 月 日 上納額
寛政 8 12 13 元銀 5貫目 寛政 8 12 　 銀 1貫 650 目
寛政 9 12 9 元銀 10 貫目 寛政 8 12 　 銀 1貫 650 目
寛政 10 12 8 元銀 10 貫目 寛政 8 12 　 銀 1貫 700 目
寛政 11 12 8 元銀 10 貫目 寛政 9 12 　 銀 1貫 350 目
寛政 12 12 19 元銀 10 貫目 寛政 9 12 　 銀 8貫 650 目
享和元 12 26 元銀 10 貫目 寛政 10 12 　 銀 10 貫目
享和 2 12 18 元金 160 両 寛政 11 12 　 銀 10 貫目
享和 3 12 18 元銀 10 貫目 寛政 12 12 　 銀 10 貫目
文化元 12 18 元銀 10 貫目 享和元 12 　 銀 10 貫目
文化 2 12 23 元銀 10 貫目 享和 2 12 　 銀 10 貫目
文化 3 12 23 元銀 10 貫目 享和 3 12 　 銀 10 貫目
文化 4 12 23 元銀 10 貫目 文化元 12 　 銀 10 貫目
文化 5 12 23 元銀 10 貫目 文化 2 12 　 銀 10 貫目
文化 6 12 23 元銀 10 貫目 文化 3 12 　 銀 10 貫目
文化 7 12 27 元銀 10 貫目 文化 4 12 　 銀 10 貫目
文化 8 12 26 元銀 10 貫目 文化 5 12 　 銀 10 貫目
文化 9 12 25 元銀 5貫目 文化 6 12 　 銀 10 貫目
文化 10 1 25 元銀 5貫目 文化 7 12 25 銀 10 貫目
文化 10 1 25 利銀 60 目 文化 8 12 26 銀 10 貫目
文化 10 12 26 元銀 5貫 500 目 文化 9 12 25 銀 10 貫目
文化 11 1 25 元銀 4貫 500 目 文化 10 12 28 銀 10 貫目
文化 11 1 25 利銀 54 目 文化 11 12 27 銀 10 貫目
文化 11 12 26 元銀 10 貫目 文化 12 12 晦 銀 10 貫目
文化 12 12 28 元銀 5貫目 文化 13 12 27 銀 6 貫目
文化 12 12 晦 元銀 5貫目 文化 14 7 3 銀 4 貫目
文化 13 12 27 元銀 6貫目 文化 14 7 3 （利）銀 168 目
文化 14 7 3 元銀 4貫目 文化 14 12 27 銀 5 貫目
文化 14 7 3 利銀 168 目 文政元 12 28 銀 5 貫目
文化 14 12 26 元銀 5貫目 文政 2 12 22 銀 5 貫目
文政元 12 28 元銀 5貫目 文政 3 12 24 銀 5 貫目
文政 2 12 23 元銀 5貫目 文政 4 12 26 銀 5 貫目
文政 3 12 24 元銀 5貫目 文政 5 12 23 銀 5 貫目
文政 4 12 26 元銀 5貫目 文政 6 12 20 銀 5 貫目
文政 5 12 23 元銀 5貫目 文政 7 12 19 銀 5 貫目
文政 6 12 20 元銀 5貫目 文政 8 12 15 銀 5 貫目
文政 7 12 19 元銀 5貫目 文政 9 12 18 銀 5 貫目
文政 8 12 17 元銀 5貫目 文政 10 12 14 銀 5 貫目
文政 9 12 18 元銀 5貫目 文政 11 12 26 銀 5 貫目
文政 10 12 14 元銀 5貫目 文政 12 12 26 銀 5 貫目
文政 11 12 27 元銀 5貫目 天保元 12 23 銀 5 貫目
文政 12 12 26 元銀 5貫目 天保 2 12 24 銀 5 貫目
天保元 12 23 元銀 5貫目 天保 3 12 24 銀 6 貫目
天保 2 12 24 元銀 5貫目 天保 4 4 17 銀 4 貫目
天保 3 12 24 元銀 6貫目
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年頭八朔暑寒五節句 金 30 両
（代銀 1貫 920 匁）
手代 1人半、給金 1年分 金 27 両
（代銀 1貫 728 匁）
下男 1人、給金 1年分 銀 150 匁










合計 銀 6貫 998 匁
典拠）「前川五郎左衛門家文書」お -97-5
表 4　文化 4年～文化 9年の印料寄高
年 印料寄高
文政 4年 銀 2貫 123 匁
文政 5年 銀 3貫 254 匁 8 分 2 厘
文政 6年 銀 3貫 43 匁 4 分 7 厘
文政 7年 銀 3貫 145 匁 3 分 7 厘
文政 8年 銀 3貫 693 匁 6 分
文政 9年 銀 2貫 236 匁 9 分 9 厘
合計 銀 17 貫 597 匁 2 分 5 厘
年平均 銀 2貫 932 匁 8 分 7 厘 5 毛
典拠）「前川五郎左衛門家文書」お -97-5
近
世
後
期
京
都
に
お
け
る
御
用
米
会
所
貸
付
方
の
独
立
と
恵
比
須
屋
荘
兵
衛　
　
稲
吉　
昭
彦 
七
九
シ
町
御
池
下
ル
町
」
に
す
る
よ
う
願
い
出
た
。
ま
た
こ
れ
と
同
時
に
、
御
用
米
会
所
の
頭
取
・
組
頭
・
米
方
惣
代
と
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
と
の
間
で
も
「
一
礼
」
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
（
28
）、
右
の
よ
う
に
貸
付
方
を
「
引
別
」
と
し
た
上
で
、「
左
候
得
者
無
益
之
費
も
相
減
可
申
候
間
、
年
々
御
出
銀
三
貫
匁
之
處
、
当
丑
年
ゟ
銀
弐
貫
匁
相
増
都
合
五
貫
目
宛
御
出
銀
被
下
候
得
者
、
米
方
之
助
ニ
相
成
候
ニ
付
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
銀
が
三
貫
目
か
ら
五
貫
目
に
増
加
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
貸
付
方
が
、
新
町
御
池
下
ル
町
か
ら
六
角
通
油
小
路
東
入
町
に
移
っ
た
が
、
こ
の
場
所
は
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
の
自
宅
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
銀
の
増
加
は
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
を
「
引
別
」
と
す
る
条
件
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
一
一
月
、
御
用
米
会
所
の
頭
取
・
組
頭
、
米
方
惣
代
ら
は
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
か
ら
銀
六
〇
貫
目
を
受
け
取
っ
た
（
29
）。
こ
の
証
文
の
内
容
は
「
此
度
書
面
之
銀
高
御
出
銀
被
下
候
訳
者
」
と
し
て
、「
当
会
所
差
掛
銀
子
入
用
之
儀
出
来
仕
候
ニ
付
」
を
あ
げ
、「
右
年
々
銀
五
貫
目
宛
之
御
出
銀
相
止
、
此
度
書
面
之
銀
子
御
出
銀
被
下
候
得
者
、
猶
更
会
所
表
勝
手
ニ
茂
相
成
候
ニ
付
御
頼
申
入
候
処
、是
又
御
承
知
被
下
、
則
書
面
之
銀
高
御
渡
被
下
慥
ニ
請
取
申
処
相
違
無
御
座
候
、
然
ル
上
者
右
年
々
銀
五
貫
目
宛
之
御
出
銀
者
勿
論
、
向
後
米
方
会
所
如
何
様
之
難
渋
出
来
仕
候
共
、
御
出
銀
等
之
儀
決
而
御
頼
御
談
申
間
敷
候
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
用
米
会
所
の
頭
取
・
組
頭
・
米
方
惣
代
ら
は
銀
六
〇
貫
目
を
受
け
取
る
か
わ
り
に
、
年
々
銀
五
貫
目
の
出
銀
を
停
止
し
、
今
後
に
お
い
て
米
方
会
所
が
難
渋
に
及
ん
で
も
出
銀
な
ど
は
依
頼
し
な
い
こ
と
を
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
と
誓
約
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
奥
書
に
「
毎
年
市
中
惣
米
ゟ
御
上
納
銀
取
集
候
得
共
、
三
井
組
ニ
而
借
用
罷
在
候
御
為
替
銀
并　
紀
州
様
御
貸
附
其
外
口
々
ニ
而
借
用
罷
在
候
、
借
財
之
利
足
銀
等
ニ
引
方
多
、
毎
年
両
御
役
所
様
江
御
上
納
ニ
手
支
難
渋
仕
候
得
共
、
聊
銀
子
之
出
方
茂
無
御
座
」
と
あ
る
よ
う
に
、
御
用
米
会
所
側
が
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
に
出
銀
を
求
め
た
の
は
、
三
井
組
な
ど
か
ら
の
借
財
の
「
利
足
」
に
よ
っ
て
、
京
都
町
奉
行
所
へ
の
年
賦
上
納
の
滞
り
を
招
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、「
今
度
銀
六
拾
貫
目
御
出
銀
被
下
、
御
蔭
を
以
借
財
方
夫
々
返
済
仕
、
一
同
安
心
大
慶
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
か
ら
受
け
取
っ
た
銀
六
〇
貫
目
を
借
財
の
返
済
に
あ
て
た
の
で
あ
っ
た
。
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
一
二
月
五
日
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
は
京
都
町
奉
行
所
に
「
御
触
流
」
を
願
い
出
て
（
30
）、
同
月
一
六
日
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
町
触
が
出
さ
れ
る
（
31
）。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
用
米
会
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
比
須
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
兵
衛
右
者
新
シ
町
御
池
下
ル
町
米
会
所
ニ
而
貸
附
方
之
儀
者
、
右
荘
兵
衛
引
請
罷
在
候
処
、
米
方
并
貸
附
方
一
ト
会
所
ニ
而
者
及
混
雑
候
付
、
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
八
〇
貸
附
方
会
所
之
儀
者
、
当
三
月
よ
り
六
角
通
油
小
路
東
ニ
入
町
江
引
別
候
間
、
是
迄
金
銀
借
請
人
共
者
勿
論
以
来
借
請
度
も
の
共
、
右
会
所
江
罷
越
可
致
相
対
候
、
此
旨
洛
中
洛
外
江
不
洩
様
可
申
通
事
、
　
　
丑
十
二
月
十
六
日
新
町
御
池
下
ル
町
に
あ
る
米
会
所
の
貸
付
方
の
会
所
は
三
月
か
ら
六
角
通
油
小
路
東
入
町
へ
引
き
別
れ
た
の
で
、
金
銀
の
借
請
人
や
借
り
請
け
た
い
人
は
六
角
通
油
小
路
東
入
町
の
会
所
へ
出
向
き
相
対
い
た
す
べ
き
こ
と
を
洛
中
洛
外
へ
触
れ
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
に
よ
る
貸
付
方
の
「
独
立
」
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
が
貸
付
方
を
引
き
請
け
る
過
程
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
三
段
階
に
区
別
で
き
る
だ
ろ
う
（
図
1
）。
第
Ⅰ
期
（
文
政
一
〇
年
一
二
月
か
ら
文
政
一
二
年
三
月
ま
で
）
は
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
が
貸
付
方
の
業
務
を
「
一
ト
手
」
に
引
き
請
け
た
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、恵
比
須
屋
荘
兵
衛
は
御
用
米
会
所
か
ら
「
勤
料
」
を
受
け
取
り
、
御
用
米
会
所
の
一
員
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅
に
印
判
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
が
御
用
米
会
所
に
勤
め
る
形
式
で
あ
っ
た
。
御
用
米
会
所
側
か
ら
す
れ
ば
、
不
採
算
部
門
で
あ
っ
た
貸
付
方
の
切
り
離
し
と
貸
付
方
の
業
務
の
引
請
に
と
も
な
う
銀
の
授
受
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
に
貸
付
方
の
業
務
を
「
一
ト
手
」
に
担
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
第
Ⅱ
期
（
文
政
一
二
年
三
月
か
ら
文
政
一
二
年
一
一
月
ま
で
）
は
、
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
の
場
所
が
「
引
別
」
と
な
る
段
階
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貸
付
方
が
御
用
米
会
所
の
あ
る
新
町
御
池
下
ル
町
か
ら
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
の
居
住
地
で
あ
る
六
角
通
油
小
路
東
入
町
に
移
っ
た
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
は
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
の
場
所
が
分
離
し
た
状
態
と
な
っ
た
が
、
御
用
米
会
所
に
出
銀
し
て
お
り
、
組
織
と
し
て
は
分
離
し
て
い
な
い
。
第
Ⅲ
期
（
文
政
一
二
年
一
一
月
以
降
）
は
、
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
が
場
所
だ
け
で
な
く
、
組
織
的
に
も
分
離
し
た
段
階
で
あ
る
。
恵
比
須
屋
荘図 1　京都御用米会所の引請過程
米方
（惣代）
六角通油小路東入町
貸付方
（恵比須屋荘兵衛）
Ⅲ　文政12年11月～
新町御池下ル町
京都御用米会所
（頭取・組頭）
貸付方
（恵比須屋荘兵衛）
京都御用米会所
（頭取・組頭）
米方
（惣代）
出銀
六角通油小路東入町
Ⅱ　文政12年3月～文政12年11月
新町御池下ル町
米方 貸付方
（惣代） （恵比須屋荘兵衛）
Ⅰ　文政10年12月～文政12年3月
新町御池下ル町
京都御用米会所
（頭取・組頭） 出銀
近
世
後
期
京
都
に
お
け
る
御
用
米
会
所
貸
付
方
の
独
立
と
恵
比
須
屋
荘
兵
衛　
　
稲
吉　
昭
彦 
八
一
兵
衛
が
御
用
米
会
所
に
銀
六
〇
貫
目
を
支
払
っ
て
、
出
銀
を
止
め
た
こ
と
は
、貸
付
方
が
御
用
米
会
所
か
ら
組
織
的
に
分
離
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
一
二
月
一
六
日
に
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
が
引
き
別
れ
た
と
い
う
町
触
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
は
別
々
の
会
所
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
貸
付
方
が
御
用
米
会
所
か
ら
場
所
・
組
織
的
に
分
離
し
た
こ
と
は
、
貸
付
方
が
御
用
米
会
所
か
ら
「
独
立
」
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
背
景
は
、天
明
大
火
を
き
っ
か
け
に
御
用
米
会
所
（
特
に
貸
付
方
）
が
「
困
窮
」
し
た
こ
と
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
が
両
替
商
に
よ
り
財
を
得
て
い
た
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貸
付
方
の
弱
体
化
と
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
の
登
場
が
リ
ン
ク
し
た
こ
と
に
よ
り
、
会
所
の
金
融
部
門
で
あ
る
貸
付
方
が
名
称
だ
け
を
残
し
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
と
い
う
新
興
町
人
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
所
組
織
の
分
解
、
新
興
町
人
の
会
所
掌
握
を
意
味
し
て
い
る
。
藤
田
覚
は
著
書
『
田
沼
時
代
』
の
な
か
で
、「
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
新
た
な
試
み
を
す
る
人
び
と
、
斬
新
な
政
策
提
言
を
お
こ
な
い
そ
れ
を
政
策
化
し
た
人
び
と
た
ち
」
を
「
山
師
」
と
評
し
て
、
幕
府
政
治
の
な
か
で
活
躍
し
た
、
あ
る
い
は
活
躍
で
き
た
「
山
師
」
た
ち
を
取
り
上
げ
、
田
沼
時
代
の
全
体
像
を
描
い
て
い
る
（
32
）。
天
明
大
火
に
よ
っ
て
生
じ
た
会
所
組
織
の
弱
体
化
に
つ
け
込
み
、
貸
付
方
の
「
独
立
」
に
成
功
し
た
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
は
、
遅
れ
て
き
た
「
山
師
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
わ
り
に
―
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
か
ら
前
川
五
郎
左
衛
門
へ
―
本
稿
で
は
、
京
都
御
用
米
会
所
の
独
立
過
程
と
そ
れ
を
行
っ
た
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
享
保
二
〇
年
一
二
月
、
御
用
米
会
所
は
京
都
と
大
津
に
設
立
さ
れ
た
。
京
都
御
用
米
会
所
の
組
織
は
頭
取
・
組
頭
の
会
所
役
人
の
も
と
、
米
方
と
貸
付
方
の
二
部
門
を
有
し
て
い
た
。
米
方
は
、
京
都
二
条
御
蔵
か
ら
御
用
米
を
定
期
的
に
払
う
定
式
払
米
と
臨
時
の
囲
米
払
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
貸
付
方
は
、
二
条
御
蔵
御
囲
米
代
金
銀
と
御
役
所
御
用
金
銀
（
京
都
町
奉
行
所
拝
借
金
銀
）
を
資
金
と
し
て
貸
付
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
貸
付
方
は
、
天
明
大
火
を
契
機
に
そ
の
運
用
が
行
き
詰
ま
る
よ
う
に
な
り
、京
都
町
奉
行
所
拝
借
金
銀
の
返
済
が
滞
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
都
町
奉
行
所
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
銀
二
〇
貫
目
づ
つ
の
年
賦
上
納
と
し
、
さ
ら
に
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
は
銀
一
〇
貫
目
づ
つ
に
減
免
す
る
と
い
う
対
応
を
と
る
。
し
か
し
、
こ
の
対
応
に
も
関
わ
ら
ず
貸
付
方
は
赤
字
体
質
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
不
採
算
部
門
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
京
都
御
用
米
会
所
は
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
一
一
月
に
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
が
貸
付
方
の
業
務
を
「
一
ト
手
」
に
担
う
こ
と
を
京
都
町
奉
行
所
に
出
願
し
、
同
年
一
二
月
に
聞
き
届
け
ら
れ
る
。
当
初
、
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
は
貸
付
方
の
業
務
を
担
う
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
文
政
一
二
年
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
八
二
（
一
八
二
九
）
三
月
に
場
所
の
分
離
、
同
年
一
〇
月
に
組
織
か
ら
の
分
離
と
、
御
用
米
会
所
か
ら
貸
付
方
を
段
階
的
に
切
り
離
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
に
米
方
と
貸
付
方
が
分
離
し
た
と
い
う
内
容
の
町
触
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
用
米
会
所
と
貸
付
方
は
別
々
の
会
所
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貸
付
方
は
御
用
米
会
所
か
ら
「
独
立
」
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
六
月
朔
日
、
御
用
米
会
所
貸
付
方
の
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
は
「
貸
付
一
条
」
の
さ
い
に
「
前
川
」
と
い
う
苗
字
を
名
乗
り
、「
御
取
立
之
節
」
に
「
上
椽
」
へ
出
向
く
こ
と
を
願
い
出
て
、
そ
れ
が
聞
き
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
33
）。
ま
た
、「
公
辺
向
ニ
同
名
之
方
在
之
差
支
候
付
」
と
い
う
こ
と
か
ら
（
34
）、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
七
月
二
九
日
に
前
川
荘
兵
衛
か
ら
前
川
五
郎
左
衛
門
と
改
名
す
る
こ
と
を
京
都
町
奉
行
所
に
届
け
出
る
（
35
）。
そ
し
て
、
前
川
五
郎
左
衛
門
は
御
用
米
会
所
貸
付
方
の
「
改
革
」
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
御
定
書
の
制
定
や
証
書
の
文
言
、
口
入
仲
間
の
統
制
な
ど
様
々
な
面
に
及
ぶ
。
ま
た
、
す
で
に
宇
佐
美
英
機
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
一
二
月
、「
家
質
改
会
所
」「
荒
道
具
質
会
所
」「
銭
小
貸
会
所
」「
米
会
所
」「
同
貸
附
方
」「
六
条
新
地
米
売
買
会
所
」「
貸
附
会
所
」
「
長
崎
御
蔵
払
代
銀
手
当
貸
附
会
所
」
の
取
り
払
い
を
申
し
渡
さ
れ
る
（
36
）。
こ
れ
に
よ
り
、「
米
会
所
貸
附
方
」
は
「
元
米
会
所
貸
附
方
」
と
な
り
、「
米
会
所
貸
附
方
」
と
し
て
の
権
限
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
前
川
五
郎
左
衛
門
は
復
権
の
た
め
様
々
な
行
動
に
出
る
。
こ
れ
ら
前
川
五
郎
左
衛
門
に
よ
る
御
用
米
会
所
貸
付
方
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
註（
1
） 
塚
本
明
「
近
世
中
期
京
都
の
都
市
構
造
の
転
換
」（『
史
林
』
七
〇
巻
五
号
、
一
九
八
七
年
）、
同
「
都
市
構
造
の
転
換
」（『
岩
波
講
座　
日
本
通
史　
近
世
4
』
第
一
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）。
（
2
） 
牧
田
り
ゑ
子
「
近
世
後
期
の
京
都
に
お
け
る
会
所
金
融
」（『
近
江
歴
史
・
考
古
論
集
』
滋
賀
大
学
教
育
学
部
歴
史
学
研
究
室
、
一
九
九
六
年
）。
（
3
） 
寺
尾
宏
二「
京
都
貸
付
会
所
考
」（『
駒
沢
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』二
三
号
、
一
九
六
五
年
）。
（
4
） 
宇
佐
美
英
機
『
近
世
京
都
の
金
銀
出
入
と
社
会
慣
習
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。
（
5
） 
鶴
岡
実
枝
子
「
近
世
米
穀
取
引
市
場
と
し
て
の
大
津
」（『
史
料
館
研
究
紀
要
』
五
号
、
一
九
七
二
年
）。
（
6
） 
高
槻
泰
郎
『
近
世
米
市
場
の
形
成
と
展
開
―
幕
府
司
法
と
堂
島
米
会
所
の
発
展
―
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）。
（
7
） 
鈴
木
直
二
『
徳
川
時
代
の
米
穀
配
給
組
織
』（
厳
松
堂
書
店
、一
九
三
八
年
）。
（
8
） 
竹
下
喜
久
男
「
前
川
家
に
つ
い
て
」（『
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書
目
録
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
三
年
）、『
京
都
本
能
寺
町　
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書
目
録
』第
四
巻
解
題
第
二
節「
前
川
義
陳
の
活
動
と
そ
の
生
涯
」（
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。
前
川
五
郎
左
衛
門
の
先
行
研
究
は
尾
脇
秀
和
「
幕
末
期
京
糸
割
符
の
動
向
と
そ
の
終
焉
―「
糸
割
符
」の
身
分
格
式
と
特
権
―
」（『
日
近
世
後
期
京
都
に
お
け
る
御
用
米
会
所
貸
付
方
の
独
立
と
恵
比
須
屋
荘
兵
衛　
　
稲
吉　
昭
彦 
八
三
本
史
研
究
』
五
九
九
号
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。
（
9
） 
「
由
緒
并
仕
来
り
書
」（
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵　
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
六
六
）。
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書
は
『
京
都
本
能
寺
町　
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書
目
録
』
第
一
巻
〜
第
四
巻
（
二
〇
〇
三
、二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
六
、二
〇
一
二
年
）が
あ
る
。
以
下
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書
に
つ
い
て
は
調
査
番
号
（
整
理
番
号
）
を
付
す
。
な
お
、
鶴
岡
実
枝
子
前
掲
註
（
5
）
論
文
や
高
槻
泰
郎
前
掲
註
（
6
）
著
書
で
は
、
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）に
設
立
し
た
米
売
買
会
所
が
享
保
二
〇
年
に
御
用
米
会
所
へ
と
改
組
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
米
売
買
会
所
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
一
二
月
、「
米
会
所
」・「
同
貸
付
方
」
な
ど
と
と
も
に
取
り
払
い
に
な
る
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
御
用
米
会
所
と
米
売
買
会
所
と
は
別
々
の
会
所
で
あ
る
。
（
10
） 
「
会
所
入
用
大
積
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
お
九
七
―
九
）。
（
11
） 
「
虎
之
巻
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
あ
四
六
―
六
）、「
御
囲
米
代
金
銀
返
済
相
滞
候
分
御
日
切
被
仰
付
方
一
件
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
お
九
六
―
一
二
）、「
御
役
所
御
用
金
銀
引
当
之
有
無
ニ
不
拘
十
一
ヶ
度
目
頭
判
手
錠
連
印
之
者
御
預
被
仰
付
候
例
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
お
九
六
―
一
三
）、
宇
佐
美
英
機
前
掲
註
（
4
）
著
書
を
参
照
。
な
お
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
恵
比
須
屋
荘
兵
衛
が
取
立
方
法
を
変
更
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
（
12
） 
「
由
緒
并
仕
来
り
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
六
六
所
収
）。
（
13
） 
明
和
四
年
七
月
「
申
渡
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ア
四
五
―
二
）。
（
14
） 
文
政
元
年
一
一
月
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
え
五
三
）、
文
政
元
年
一
二
月
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
あ
四
六
―
二
）。
（
15
） 
文
政
一
〇
年
一
一
月
一
八
日
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。う
七
六
は
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
願
書
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
16
） 
文
政
一
〇
年
一
一
月
「
約
定
一
札
之
事
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ア
四
七
―
八
）。
（
17
） 
文
政
一
〇
年
一
二
月
五
日
「
差
入
申
為
任
証
文
之
事
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ア
四
七
―
二
四
）。
（
18
） 
文
政
一
〇
年
一
二
月
一
六
日
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。
（
19
） 
文
政
一
〇
年
一
二
月
二
七
日
「
乍
恐
済
状
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。
（
20
） 
寛
政
五
年
一
二
月
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ソ
一
五
四
所
収
）。
（
21
） 
安
国
良
一
「
京
都
天
明
大
火
研
究
序
説
」（『
日
本
史
研
究
』
四
一
二
号
、
一
九
九
六
年
）。
（
22
） 
宇
佐
美
英
機
前
掲
註
（
4
）
著
書
。
（
23
） 
納
方
の
仕
法
と
仕
法
改
め
の
内
容
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
。
（
24
） 
寛
政
八
年
六
月
「
申
渡
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ソ
一
五
四
所
収
）。
（
25
） 
文
化
一
四
年
七
月
九
日
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ソ
一
三
六
）。
（
26
） 
『
京
都
町
触
集
成
』
第
九
巻
九
七
六
号
。
（
27
） 
文
政
一
二
年
三
月
一
一
日
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。
（
28
） 
文
政
一
二
年
三
月
「
一
札
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ア
四
七
―
一
八
）。
（
29
） 
文
政
一
二
年
一
一
月
「
請
取
申
銀
子
之
事
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ア
四
七
―
三
）。
（
30
） 
文
政
一
二
年
一
一
月
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊　
洛
中
周
辺
地
域
の
歴
史
的
変
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究 
八
四
う
七
六
所
収
）。
（
31
） 
文
政
一
二
年
一
二
月
一
六
日
「
御
触
写
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。
な
お
、こ
れ
は
『
京
都
町
触
集
成
』
第
十
巻
―
一
〇
七
七
号
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
（
32
） 
藤
田
覚『
日
本
近
世
の
歴
史
4　
田
沼
時
代
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）。
（
33
） 
文
政
一
三
年
六
月
朔
日
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。
白
洲
で
の
座
席
の
意
味
合
い
は
、尾
脇
秀
和
「
吟
味
座
席
と
身
分
・
職
分
」（『
日
本
歴
史
』
七
六
六
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
34
） 
嘉
永
七
年
三
月
「
前
川
五
郎
左
衛
門
家
過
去
帳
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
ネ
四
）。
（
35
） 
天
保
三
年
七
月
二
九
日
「
乍
恐
口
上
書
」（
前
川
五
郎
左
衛
門
家
文
書　
う
七
六
所
収
）。
（
36
） 
『
京
都
町
触
集
成
』
第
十
一
巻
六
七
六
号
、
宇
佐
美
英
機
前
掲
註
（
4
）
著
書
。
〔
付
記
〕 
史
料
の
使
用
・
閲
覧
に
あ
た
り
、
佛
教
大
学
図
書
館
に
格
別
の
御
高
配
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。（
イ
ナ
ヨ
シ　
ア
キ
ヒ
コ　
研
究
協
力
者
）
